
(57)【要約】

【課題】　口腔内細菌と宿主の二方面から総合的にリス

クを判断することが可能であり、且つ検査を受けた患者

が自分のう蝕リスクを一目で理解することが可能な免疫

クロマトグラフィー法を用いたう蝕リスク検査用具を提

供する。

【解決手段】　二種の多孔質膜片が非吸収性の素材の基

材に固定されているう蝕リスク検査用具であり、多孔質

膜片の一種は、片端にミュータンス菌と結合する抗体が

赤色系の着色粒子を付着した状態で含まれた検体滴下部

が、中程にミュータンス菌と結合する抗体とは異なる抗

体が含まれた検出部が、検出部を挟んで検体滴下部と反

対側の端に検体吸収部を有し、もう一種の多孔質膜片は

、片端にヒトの唾液中に分泌されるSIgAと結合する抗体

が青色系の着色粒子を付着された状態で含まれた検体滴

下部が、中程にSIgAと結合する抗原が含まれた検出部が

、検出部を挟んで検体滴下部と反対側の端に検体吸収部

を有するう蝕リスク検査用具とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 さ を 持 つ 二 種 の 多 孔 質 膜 片 （ Ｘ ） 及 び 多 孔 質 膜 片 （ Ｙ ） と が 非 吸 収 性 の 素 材 か ら 成 る
基 材 （ Ｚ ） に 固 定 さ れ て い る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 で あ っ て 、
多 孔 質 膜 片 （ Ｘ ） は 、 そ の 片 端 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す
る 抗 体 （ Ａ ’ ） が 赤 色 系 の 着 色 粒 子 （ Ｐ ｒ ） を 付 着 さ れ た 状 態 で 含 ま れ た 検 体 滴 下 部 （ Ｘ

１ ） が 配 置 さ れ て お り 、 中 程 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る
抗 体 （ Ａ ’ ） と は 異 な る 抗 体 （ Ａ ） が 含 ま れ た 検 出 部 （ Ｘ ２ ） が 配 置 さ れ て お り 、 該 検 出
部 （ Ｘ ２ ） を 挟 ん で 検 体 滴 下 部 （ Ｘ １ ） と 反 対 側 の 端 に 検 体 吸 収 部 （ Ｘ ３ ） が 配 置 さ れ て
お り 、
多 孔 質 膜 片 （ Ｙ ） は 、 そ の 片 端 に ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SＩ gAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗
体 （ Ｂ ） が 青 色 系 の 着 色 粒 子 （ Ｐ ｂ ） を 付 着 さ れ た 状 態 で 含 ま れ た 検 体 滴 下 部 （ Ｙ １ ） が
配 置 さ れ て お り 、 中 程 に ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SＩ gAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗 原 （ Ｓ ）
が 含 ま れ た 検 出 部 （ Ｙ ２ ） が 配 置 さ れ て お り 、 該 検 出 部 （ Ｙ ２ ） を 挟 ん で 検 体 滴 下 部 （ Ｙ

１ ） と 反 対 側 の 端 に 検 体 吸 収 部 （ Ｙ ３ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る う 蝕 リ ス ク 検
査 用 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 を 用 い 口 腔 内 細 菌 に 起 因 す る 要 因 と 宿 主 に 起 因 す
る 要 因 と の 二 方 面 か ら 総 合 的 に う 蝕 の リ ス ク を 検 査 す る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 う 蝕 の 進 行 を 抑 制 す る 対 策 を 考 え た り 、 う 蝕 の 治 療 計 画 を 立 て る た め に 歯 科 医 療
術 者 が 患 者 の う 蝕 リ ス ク を 把 握 し よ う と い う 動 き が 起 き 始 め て い る 。 う 蝕 は 口 腔 内 の 状 況
や 生 活 習 慣 等 に 起 因 す る 多 因 子 性 の 疾 患 で あ り 「 口 腔 内 細 菌 」 ， 「 宿 主 」 及 び 「 食 物 」 の
三 要 因 が 揃 う こ と で 発 症 す る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 患 者 自
身 に う 蝕 リ ス ク を 理 解 さ せ る こ と は 、 オ ー ラ ル ケ ア の 維 持 継 続 に 対 し て 動 機 を 与 え る 上 で
も 重 要 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 口 腔 内 細 菌 と う 蝕 の 発 症 と の 間 に は 密 接 な 関 係 が あ る こ と が 知 ら れ て お り 、 口 腔 内
細 菌 の 一 種 で あ る ミ ュ ー タ ン ス 連 鎖 球 菌 の 数 が 多 い ほ ど う 蝕 が 発 症 す る 確 率 が 高 い こ と が
報 告 さ れ て か ら ミ ュ ー タ ン ス 連 鎖 球 菌 の 数 を 簡 易 に 定 量 し 、 う 蝕 リ ス ク を 把 握 し よ う と す
る 試 み が 数 多 く 行 わ れ て き た 。 ヒ ト の 唾 液 中 に 存 在 す る ミ ュ ー タ ン ス 連 鎖 球 菌 の 数 を 簡 易
に 定 量 す る 方 法 と し て は 、 ミ ュ ー タ ン ス 連 鎖 球 菌 の 一 種 で あ る ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ
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ー タ ン ス に 特 異 的 に 反 応 す る モ ノ ク ロ － ナ ル 抗 体 を 応 用 し て 定 量 し よ う と す る も の （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参 照 。 ） や 、 簡 易 培 養 キ ッ ト で 増 殖 し た 菌 体 そ の も の を 目 視 に よ り
定 量 す る も の 等 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 「 宿 主 」 の 観 点 か ら う 蝕 リ ス ク を 把 握 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 唾 液 の 分 泌 量 や
唾 液 の 緩 衝 能 等 の 測 定 が 一 般 的 に 行 わ れ て き た が 、 近 年 ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン
ス 菌 の 体 表 層 物 質 の 一 部 で あ る 特 定 の タ ン パ ク 質 が 、 歯 面 に 対 す る ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・
ミ ュ ー タ ン ス 菌 の 初 期 付 着 に 関 連 が あ る こ と が 確 認 さ れ 、 特 定 の タ ン パ ク 質 を 抗 原 と し て
そ の 抗 体 と な る 物 質 を 探 求 し た と こ ろ 、 口 腔 粘 膜 か ら 唾 液 中 へ 分 泌 さ れ る 分 泌 型 免 疫 グ ロ
ブ リ ン 抗 体 A（ 以 下 SIgAと 記 す ） が 歯 面 に 対 す る ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 の
付 着 を 防 御 す る 機 能 を 持 つ こ と が 解 明 さ れ た 。 即 ち 、 ヒ ト の 唾 液 中 に お け る SIgAの 抗 体 価
が 高 い と 歯 面 に 対 し て ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 が 付 着 し 難 く 、 う 蝕 リ ス ク が
低 い こ と が 究 明 さ れ う 蝕 リ ス ク 検 査 方 法 と し て 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ４ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら の う 蝕 リ ス ク 検 査 は 「 口 腔 内 細 菌 」 や 「 宿 主 」 等 の 各 々 の 要 素 毎
に 行 わ れ て い た た め 、 本 来 う 蝕 は 多 因 子 性 の 疾 患 で あ る に も 関 わ ら ず 種 々 の 要 素 に 関 す る
リ ス ク か ら 総 合 的 な リ ス ク を 判 断 す る こ と が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 一 般 的 に
免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 を 用 い て う 蝕 リ ス ク を 検 査 す る 際 、 う 蝕 リ ス ク が 高 い こ と を 示
す 場 合 に も 低 い こ と を 示 す 場 合 に も 、 そ の 判 定 結 果 が 赤 色 系 の 線 で 示 さ れ る こ と が 多 く 検
査 を 受 け た 患 者 は 自 分 の う 蝕 リ ス ク が 高 い の か 若 し く は 低 い の か を 一 目 で 理 解 す る こ と が
困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 KeyesPH : Recent advances in dental caries research, bacteriolog
y, bacteriological findings, and biological implications, Int Dent J 1962;12:443
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 2-177898号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 10-36400号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 5374538号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 願 2002-273125号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 ヒ ト の う 蝕 リ ス ク を 把 握 す る 際 に 口 腔 内 細 菌 と 宿 主 の 二 方 面 か ら 総 合 的 に う
蝕 リ ス ク を 判 断 す る こ と が 可 能 で あ り 、 且 つ 検 査 を 受 け た 患 者 が 自 分 の う 蝕 リ ス ク を 一 目
で 理 解 す る こ と が 可 能 な 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 を 用 い た う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 を 提 供 す
る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 本 発 明 は 、 長 さ を 持 つ 二 種 の 多 孔 質 膜 片 （ Ｘ ） 及 び 多 孔 質 膜 片 （ Ｙ ） と が 非 吸 収 性
の 素 材 か ら 成 る 基 材 （ Ｚ ） に 固 定 さ れ て い る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 で あ っ て 、 多 孔 質 膜 片 （
Ｘ ） は 、 そ の 片 端 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 （ Ａ ’
） が 赤 色 系 の 着 色 粒 子 （ Ｐ ｒ ） を 付 着 さ れ た 状 態 で 含 ま れ た 検 体 滴 下 部 （ Ｘ １ ） が 配 置 さ
れ て お り 、 中 程 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 （ Ａ ’ ）
と は 異 な る 抗 体 （ Ａ ） が 含 ま れ た 検 出 部 （ Ｘ ２ ） が 配 置 さ れ て お り 、 該 検 出 部 （ Ｘ ２ ） を
挟 ん で 検 体 滴 下 部 （ Ｘ １ ） と 反 対 側 の 端 に 検 体 吸 収 部 （ Ｘ ３ ） が 配 置 さ れ て お り 、
多 孔 質 膜 片 （ Ｙ ） は 、 そ の 片 端 に ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SＩ gAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗
体 （ Ｂ ） が 青 色 系 の 着 色 粒 子 （ Ｐ ｂ ） を 付 着 さ れ た 状 態 で 含 ま れ た 検 体 滴 下 部 （ Ｙ １ ） が
配 置 さ れ て お り 、 中 程 に ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SＩ gAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗 原 （ Ｓ ）
が 含 ま れ た 検 出 部 （ Ｙ ２ ） が 配 置 さ れ て お り 、 該 検 出 部 （ Ｙ ２ ） を 挟 ん で 検 体 滴 下 部 （ Ｙ

１ ） と 反 対 側 の 端 に 検 体 吸 収 部 （ Ｙ ３ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る う 蝕 リ ス ク 検
査 用 具 で あ る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 は 、 一 つ の う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 で 口 腔 内 細 菌 と 宿 主 と
の 二 方 面 か ら 総 合 的 に リ ス ク を 判 断 す る こ と が 可 能 で あ り 、 更 に ヒ ト の 唾 液 中 に 存 在 す る
ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 の 数 が 多 く う 蝕 リ ス ク が 高 い 場 合 に は 赤 色 系 の 染 み
、 ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SIgAが 多 く う 蝕 リ ス ク が 低 い 場 合 に は 青 色 系 の 染 み が 現 れ る
た め 患 者 自 身 が 自 分 の う 蝕 リ ス ク の 高 低 を 視 覚 的 に も 理 解 し 易 い う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い 本 発 明 に 係 る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明
は 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 二 種 の 多 孔 質 膜 片 Ｘ 及 び 多 孔 質 膜 片 Ｙ と が そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 非 吸 収 性 の 素 材 か
ら 成 る 基 材 Ｚ に 固 定 さ れ て い る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 の 一 実 施 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 説 明 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ の 図 面 中 Ｚ は 、 二 種 の 多 孔 質 膜 片 Ｘ 及 び 多 孔 質 膜 片 Ｙ と が 固 定 さ れ て い る 基 材 で あ
る 。 基 材 Ｚ は 非 吸 収 性 の 素 材 か ら 成 り 、 例 え ば 、 ポ リ ス チ レ ン ， ポ リ エ ス テ ル ， 酢 酸 セ ル
ロ ー ス 等 か ら 形 成 さ れ た も の が 使 用 で き る 。 そ の 形 状 と し て は 、 フ ィ ル ム 状 ， 板 状 ， 帯 状
， 短 冊 状 ， 円 盤 状 等 い ず れ で も 良 い が 、 多 孔 質 膜 を 安 定 し て 設 置 す る に は ０ ． １ ～ ５ ｍ ｍ
程 度 の 厚 み の 有 る 板 状 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ の 図 面 中 Ｘ 及 び Ｙ は 多 孔 質 膜 片 で あ り 、 唾 液 が 毛 細 管 現 象 に よ っ て 多 孔 質 膜 中 を 展
開 さ れ る に は 多 孔 質 膜 片 の 形 状 は 長 方 形 等 長 さ を 持 つ 形 状 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 角 が
丸 み を 帯 び た 長 円 で あ っ た り 、 周 辺 が 直 線 で は な く 曲 線 で あ っ て も 良 い 。 そ の 材 質 と し て
は 、 例 え ば 、 セ ル ロ ー ス 膜 ， 酢 酸 セ ル ロ ー ス 膜 ま た は ニ ト ロ セ ル ロ ー ス 等 の セ ル ロ ー ス 膜
誘 導 体 膜 、 ガ ラ ス フ ィ ル タ ー 、 濾 紙 等 が 使 用 で き る 。 多 孔 質 膜 片 Ｘ と 多 孔 質 膜 片 Ｙ は 形 状
や 材 質 が 同 じ で あ っ て も 異 な っ て い て も よ く 、 基 材 Ｚ へ の 固 定 は 常 法 に よ っ て 行 う こ と が
で き 、 例 え ば 、 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 を 用 い て 固 定 す れ ば 良 い 。 固 定 す る 際 の 多 孔 質 膜 片 Ｘ
及 び 多 孔 質 膜 片 Ｙ の 配 置 の 仕 方 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 図 １ に 示 し た よ う に 多 孔 質 膜 片 Ｘ
と 多 孔 質 膜 片 Ｙ と が 長 手 方 向 に 平 行 な 位 置 関 係 に な る よ う に 配 置 す る と 安 定 感 が あ っ て 良
い 。 ま た 、 多 孔 質 膜 Ｘ 及 び Ｙ は そ れ ぞ れ 複 数 あ っ て も 良 く 、 そ の 場 合 は 検 査 の 精 度 向 上 が
期 待 で き た り 検 査 の 効 率 向 上 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 中 の Ｘ １ は 検 体 滴 下 部 、 Ｘ ２ は 検 出 部 、 Ｘ ３ は 検 体 吸 収 部 で あ り 、 多 孔 質 膜 片 Ｘ に
お い て 検 体 滴 下 部 Ｘ １ と 検 体 吸 収 部 Ｘ ３ と は 検 出 部 Ｘ ２ を 挟 ん で 反 対 側 の 端 へ ク リ ッ プ 等
を 用 い て 固 定 す れ ば 良 い 。 検 体 吸 収 部 Ｘ ３ は 滴 下 さ れ た 唾 液 を 吸 収 し や す い 素 材 で あ れ ば
特 に 限 定 さ れ ず 例 え ば 濾 紙 等 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 検 体 滴 下 部 Ｘ １ に は 抗 体 Ａ ’ が 、 検 出 部 Ｘ ２ に は 抗 体 Ａ が 含 ま れ て い る 。 抗 体 Ａ ’ と 抗
体 Ａ は 、 歯 科 用 診 断 や 研 究 用 基 剤 で 通 常 用 い ら れ る 方 法 で 調 製 さ れ た ス ト レ プ ト コ ッ カ ス
・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 抗 体 Ａ と 抗 体 Ａ
’ は 種 類 が 異 な る こ と が 必 要 で あ る 。 検 体 滴 下 部 Ｘ １ に 含 ま れ る 抗 体 Ａ ’ に は 金 コ ロ イ ド
粒 子 （ British Biocell International社 製 ） 等 の 赤 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｒ が 付 着 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 赤 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｒ は 、 通 常 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 で 用 い ら れ る も の の 中 で 抗 体
の 活 性 を 妨 げ な い 赤 色 系 を 示 す 物 質 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 赤 色 系 は 市 販 品 等 マ ン セ ル
色 相 環 で い う 5RP　 10RP　 5R　 10R　 5YR等 を 示 し 、 中 で も 10RP　 5R　 10Rの よ う な 色 調 を 示
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す 粒 子 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 検 出 部 Ｘ ２ に 含 ま れ る 抗 体 Ａ は 、 必 要 に 応 じ て ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン 含 有 リ ン 酸 緩 衝 液 等
で 希 釈 し 、 例 え ば 図 １ の よ う に 多 孔 質 膜 Ｘ の 長 手 方 向 と 垂 直 に な る よ う マ イ ク ロ ピ ペ ッ ト
で 塗 布 し て 多 孔 質 膜 Ｘ に 固 定 し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 中 の Ｙ １ は 検 体 滴 下 部 、 Ｙ ２ は 検 出 部 、 Ｙ ３ は 検 体 吸 収 部 で あ り 、 多 孔 質 膜 片 Ｘ と
同 様 に 検 体 滴 下 部 Ｙ １ と 検 体 吸 収 部 Ｙ ３ と は 検 出 部 Ｙ ２ を 挟 ん で 反 対 側 の 端 へ ク リ ッ プ 等
を 用 い て 固 定 す れ ば 良 い 。 検 体 吸 収 部 Ｙ ３ は 滴 下 さ れ た 唾 液 を 吸 収 し や す い 素 材 で あ れ ば
特 に 限 定 さ れ ず 例 え ば 濾 紙 等 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 検 体 滴 下 部 Ｙ １ に は ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SIgAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 Ｂ が 、 検 出
部 Ｙ ２ に は ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SIgAの 抗 原 Ｓ が 含 ま れ て い る 。 ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌
さ れ る SIgAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 Ｂ は 、 歯 科 用 診 断 や 研 究 用 で 通 常 用 い ら れ る 方 法 で 調
製 さ れ た 抗 体 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず に 使 用 で き 、 青 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｂ が 付 着 さ れ て い
る 。 図 １ に 示 さ れ た う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 の 場 合 に は 、 ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SIgAと 特
異 的 に 結 合 す る 抗 体 Ｂ （ MONOCLONAL ANTI-HUMAN IGA（ SIGMA社 製 ） ） に は 青 色 系 粒 子 Ｐ ｂ
と し て 青 色 ラ テ ッ ク ス 粒 子 （ Merck Chimie S.A.S社 製 ） が 1-Ethyl-3-(3-dimethylaminopr
opyl) carbodiimide Hydrochlorideを 用 い て 付 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 検 出 部 Ｘ ２ に 含 ま れ る SIgAの 抗 原 Ｓ と し て は 、 例 え ば 、 PAc（ Protein　 Antigen　 cerot
ype C） (361-386)と よ ば れ る タ ン パ ク 質 を 使 用 で き 、 SIgAの 抗 原 と し て 機 能 す れ ば 特 に 限
定 さ れ ず 使 用 す る こ と が で き る 。 抗 原 Ｓ は 、 必 要 に 応 じ て リ ン 酸 緩 衝 液 等 で 希 釈 し 、 例 え
ば 図 １ の よ う に 多 孔 質 膜 Ｙ の 長 手 方 向 と 垂 直 に な る よ う マ イ ク ロ ピ ペ ッ ト で 塗 布 し て 多 孔
質 膜 Ｙ に 固 定 し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 青 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｂ は 、 通 常 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 で 用 い ら れ る 着 色 粒 子 で あ っ
て 抗 体 の 活 性 を 妨 げ な い 物 質 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 青 色 系 と し て は マ ン セ ル 色 相 環 で
い う 10P　 5P　 10PB　 5PB　 10B　 5B　 10BG　 5BG　 10G　 5G　 10GY　 5GY等 を 示 し 、 中 で も 5P
B　 10B　 5B　 10BG　 5BG　 10G　 5G　 10GYの よ う な 色 調 を も つ 粒 子 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 し た 二 種 の 多 孔 質 膜 片 Ｘ 及 び 多 孔 質 膜 片 Ｙ と が 非 吸 収 性 の 素 材 か ら 成 る 基 材 Ｚ
に 固 定 さ れ て い る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 を 用 い て う 蝕 リ ス ク を 検 査 す る 方 法 を 説 明 す る 。 多
孔 質 膜 片 Ｘ の 検 体 滴 下 部 Ｘ １ に ヒ ト の 唾 液 を 滴 下 す る と 、 ヒ ト の 唾 液 中 に ス ト レ プ ト コ ッ
カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 が 存 在 す れ ば 、 ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 は 検 体 滴 下 部
Ｘ １ に 含 ま れ て い る 赤 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｒ が 付 着 さ れ た 抗 体 Ａ ’ と 結 び つ き 、 そ の 結 び つ
い た 状 態 で 多 孔 質 膜 片 Ｘ 中 を 毛 細 管 現 象 に よ っ て 検 体 滴 下 部 Ｘ １ か ら 検 体 吸 収 部 Ｘ ３ へ 移
動 し て 行 く 。 移 動 の 途 中 で 検 出 部 Ｘ ２ を 通 過 す る 際 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス
菌 は 多 孔 質 膜 片 Ｘ に 固 定 さ れ た 抗 体 Ａ に よ り 補 足 さ れ 、 ヒ ト の 唾 液 中 に 存 在 す る ス ト レ プ
ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 の 数 が 多 け れ ば （ う 蝕 リ ス ク が 高 け れ ば ） 多 孔 質 膜 片 Ｘ 上 の
検 出 部 Ｘ ２ に 赤 色 の 染 み と し て 現 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 同 様 に 、 多 孔 質 膜 片 Ｙ の 検 体 滴 下 部 Ｙ １ に ヒ ト の 唾 液 を 滴 下 す る と 、 ヒ ト の 唾 液 中 に SI
gAが 存 在 す れ ば 、 SIgAは 検 体 滴 下 部 Ｘ １ に 含 ま れ て い る 青 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｂ が 付 着 さ れ
た 抗 体 Ｂ と 結 び つ き 、 結 合 し た 状 態 で 多 孔 質 膜 片 Ｙ 中 を 毛 細 管 現 象 に よ っ て 検 体 滴 下 部 Ｙ

１ か ら 検 体 吸 収 部 Ｙ ３ へ 移 動 し て 行 き 、 移 動 の 途 中 で 検 出 部 Ｙ ２ を 通 過 す る 際 に SIgAは 固
定 さ れ た 抗 原 Ｓ に よ り 補 足 さ れ ヒ ト の 唾 液 中 に 存 在 す る SIgAが 多 け れ ば （ う 蝕 リ ス ク が 低
け れ ば ） 多 孔 質 膜 片 Ｙ 上 に 青 色 の 染 み と し て 現 れ る 。 こ の よ う に そ れ ぞ れ に 現 れ た 染 み の
色 を 目 視 で 判 断 し て 患 者 の う 蝕 リ ス ク を 判 定 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 本 発 明 に お け る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 を 用 い て 検 査 す る 際 に 用 い る 唾 液 は 、 通 常 歯 科 用 診
断 で 唾 液 の 検 査 と 同 様 の 方 法 に よ っ て 調 製 さ れ 、 ま た 必 要 に 応 じ て 調 製 し て お く こ と も で
き る 。 例 え ば ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 数 の 測 定 で は 刺 激 唾 液 を 、 1mol/Lの Na
OHを 含 む 溶 液 及 び 5％ の ポ リ オ キ シ エ チ レ ン (10)オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル を 含 有 す る 0.5
mol/Lの ク エ ン 酸 を 含 む 溶 液 で 処 理 し た り 、 SIgA抗 体 価 の 測 定 で は 刺 激 唾 液 を 1％ Tween20-
0.5%ス キ ム ミ ル ク を 含 む PBSで 10倍 希 釈 す る 等 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 多 孔 質 膜 片 Ｘ の 検 体 滴 下 部 Ｘ １ と 多 孔 質 膜 片 Ｙ の 検 体 滴 下 部 Ｙ １ へ 滴 下 さ れ る 唾
液 が 各 々 異 な る 調 製 を さ れ て い る 場 合 に は 、 検 体 滴 下 部 Ｘ １ と 検 体 滴 下 部 Ｙ １ と を 異 な る
形 に し た り 、 異 な る 記 号 や 数 字 を 記 す 等 し て お く と 、 滴 下 す る 唾 液 を 間 違 え る 虞 が な く よ
り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 目 視 で 判 断 し た 結 果 か ら う 蝕 リ ス ク 判 定 す る 際 、 表 １ の よ う な リ ス ク 判 定 表 を 予 め 作 成
し て お く と 、 患 者 へ の 説 明 も 容 易 と な り 更 に 好 ま し い 。 表 １ 中 で は ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・
ミ ュ ー タ ン ス 菌 は 虫 歯 菌 と 表 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 の 応 用 例 と し て は 、 検 体 滴 下 部 Ｘ １ に ス ト レ プ ト コ ッ
カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 Ａ ’ を 赤 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｒ を 付 着 さ れ た
状 態 で 含 ま せ て お く 代 わ り に 、 う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 外 で 赤 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｒ を 付 着 さ れ
た 抗 体 Ａ ’ を 含 む 溶 液 と ヒ ト の 唾 液 と を 混 合 し て か ら 検 体 滴 下 部 Ｘ １ に 滴 下 す る 方 法 も で
き る 。 同 様 に 、 検 体 滴 下 部 Ｙ １ に 青 色 系 の ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SＩ gAと 特 異 的 に 結
合 す る 抗 体 Ｂ を 青 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｂ を 付 着 さ れ た 状 態 で 含 ま せ て お く 代 わ り に 、 う 蝕 リ
ス ク 検 査 用 具 外 で 青 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｂ を 付 着 さ れ た 抗 体 Ｂ を 含 む 溶 液 と ヒ ト の 唾 液 と を
混 合 し て か ら 検 体 滴 下 部 Ｙ １ に 滴 下 し て う 蝕 リ ス ク を 検 査 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 異 な る 本 発 明 に 係 る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 の 応 用 例 と し て は 、 基 材 Ｚ に 固 定 さ れ る 多
孔 質 膜 片 を １ つ に し て 、 そ の 片 端 の 検 体 滴 下 部 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と
特 異 的 に 結 合 す る 赤 色 系 の 着 色 粒 子 Ｐ ｒ を 付 着 さ れ た 抗 体 Ａ ’ と ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ
る SＩ gAと 特 異 的 に 結 合 す る 青 色 系 の 着 色 粒 子 （ Ｐ ｂ ） が 付 着 さ れ た 抗 体 Ｂ と が 同 時 に 含
ま れ 、 中 程 に ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体 Ａ ’ と は 異 な
る 抗 体 Ａ と ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SIgAの 抗 原 Ｓ と が 間 隔 を 開 け て 含 ま れ て い る 形 態 の
う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 も 考 え ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る う 蝕 リ ス ク 検 査 用 具 の 一 実 施 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
Ｘ ： 多 孔 質 膜 Ｘ
　 　 Ｘ １ ： 検 体 滴 下 部
　 　 　 　 Ｐ ｒ ： 赤 色 系 着 色 粒 子
　 　 　 　 　 　 Ａ ’ ： ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体
　 　 Ｘ ２ ： 検 出 部
　 　 　 　 　 　 Ａ ： ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ミ ュ ー タ ン ス 菌 と 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体
　 　 Ｘ ３ ： 検 体 吸 収 部
Ｙ ： 多 孔 質 膜 Ｙ
　 　 Ｙ １ ： 検 体 滴 下 部
　 　 　 　 Ｐ ｂ ： 青 色 系 着 色 粒 子
　 　 　 　 　 　 Ｂ ： ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SＩ gAと 特 異 的 に 結 合 す る 抗 体
　 　 Ｙ ２ ： 検 出 部
　 　 　 　 　 　 Ｓ ： ヒ ト の 唾 液 中 に 分 泌 さ れ る SIgAの 抗 原
　 　 Ｙ ３ ： 検 体 吸 収 部
Ｚ ： 基 材
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【 図 １ 】
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